安佐動物公園機械警備及び巡回警備業務仕様書
１  施設の規模

	
	施設名
	構  造
	延面積
	備        考

	機　械　警　備
	管理事務所
	２階建
	５２８㎡
	売札所、案内所を含む

	
	動物科学館
	２階建
	１，０２２㎡
	

	
	飼育事務所
	２階建
	３９６㎡
	

	
	動物病院
	２階建
	４４２㎡
	

	
	はちゅう類館
	２階建
	５２３㎡
	

	巡回
	開　園　部　分
	２３２，０００㎡
	


２  警備業務を行う時間

	
	警　備　時　間

	機械警備
	警報機のセット中　　　　　　　　　　　　　(毎日)

	巡回警備
	１７時１５分から翌日８時３０分の間　　　　(毎日)


３  業務内容

  ⑴　受注者は、施設に機械警備のための盗難防止用警報機器及び火災感知用警報機を別途発注者が定める場所へ設置し、警備会社の警備受信装置に結線するものとする。

  ⑵　受注者は、機械警備時間中、警報機受信装置を間断なく監視するとともに、常に巡回警備員と連絡を保ち、警備の万全を図るものとする。

  ⑶　受注者は、警備時間帯に１回以上、警備員に施設を巡回させ、所定の施設の施錠確認、園内の火災・風水害・盗難等の事故防止・発見及び取締りのための園内巡視、その他警備上必要と認める点検等を行うものとする。

    　なお、巡回順路及び刻時鍵設置場所（１６か所）並びに点検項目は、別紙のとおりとする。

  ⑷  警報受信装置等により異常の発生を知ったときは、直ちに緊急要員を現場へ急行させ、必要な処置をとるとともに、受注者が指定した者へ連絡するものとする。

４　警備機器
⑴　設置基準

	管理事務所
	飼育事務所
	動物病院
	は虫類館

	警備機器
	個数
	警備機器
	個数
	警備機器
	個数
	警備機器
	個数

	コントローラ
	１
	コントローラ
	１
	コントローラ
	１
	コントローラ
	１

	ＤＸモニター
	１
	断線監視ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
	１
	ＤＸモニター
	１
	ＤＸモニター
	１

	ガラスセンサー
	１７
	断線送信ユニット
	１
	火災受信機
	２
	火災受信機
	１

	ｱﾅﾛｸﾞ回線ユニット
	１
	フラッシュライト
	１
	ｱﾅﾛｸﾞ回線ユニット
	１
	ｱﾅﾛｸﾞ回線ユニット
	１

	断線監視アダプタ
	１
	ＤＸモニター
	１
	断線監視アダプタ
	１
	フラッシュライト
	１

	フラッシュライト
	１
	ｱﾅﾛｸﾞ回線ユニット
	１
	フラッシュライト
	１
	ｲﾝﾌﾗﾚｯﾄﾞｾﾝｻｰ
	４

	ｲﾝﾌﾗﾚｯﾄﾞｾﾝｻｰ
	１２
	熱感知器（差動式）
	５
	ｲﾝﾌﾗﾚｯﾄﾞｾﾝｻｰ
	３
	ポインタⅡ
	１

	ポインタ
	２
	煙感知器
	６
	パワーユニット
	１
	熱感知器（差動式）
	３

	パワーユニット
	１
	熱感知器（定温式）
	２
	煙感知器
	１４
	煙感知器
	７

	金庫センサー
	３
	ｲﾝﾌﾗﾚｯﾄﾞｾﾝｻｰ
	８
	熱感知器（定温式）
	１
	熱感知器（定温式）
	１

	デコーダ（屋内用）
	１
	マグネットセンサー
	５７
	マグネットセンサー
	５７
	マグネットセンサー
	１７

	デコーダ（屋外用）
	１
	
	
	赤外線センサー
	２
	
	

	移報用装置
	１
	
	
	断線送信ユニット
	１
	
	

	熱感知器（定温式）
	１
	
	
	
	
	
	

	熱感知器
	１
	
	
	
	
	
	

	マグネットセンサー
	９９
	
	
	
	
	
	

	赤外線センサー
	１
	
	
	
	
	
	

	断線送信ユニット
	１
	
	
	
	
	
	

	振動センサー
	３
	
	
	
	
	
	


　　　　各施設の機械警備解除用のカードは発注者の指示する数とし、管理事務所については解除用カードの使用者を特定できる仕様のものとすること。
⑵　保守点検等

  　　ア　受注者は、警備機器の正常な機能を維持するため、次のとおり適時適切な保守点検を行い、その結果を受注者に報告するものとする。なお、点検項目のうち機器の正常動作確認については３か月に1回点検を行い、発注者に報告書を提出すること。
    　 (ｱ)　機器の正常動作確認・処置

    　 (ｲ)　物件の環境変化確認・処置

    　 (ｳ)　機器、配線の外観確認・処置

    　 (ｴ)　運用環境確認・処置

    　 (ｵ)　機器設置基準確認・処置

    　 (ｶ)　指定部品の交換

  　　イ　受注者の責により警備機器が作動不能になった場合は、受注者は、代替警備対策を講ずるものとする。

  　　ウ　契約解除の際は、施設等を原状に復すものとする。
５  鍵の預託

　　発注者は、警備上必要な鍵を受注者に預託する。受注者は、預託された鍵の管理については、厳重に行うものとする。

６　業務実施に当たっての留意事項

警備員は、常に受注者名入りの統一した衣服を着用するとともに身分証明書を携行しなければならない。

７  報告事項、検査完了期日（期限）等

  ⑴  受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び警備員の住所・氏名等を報告するものとする。現場責任者及び警備員に変更があったときもまた同様とする。

  ⑵  委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は、盗難防止用警報機器・火災感知警報機設置及び巡回経路・巡回時刻・火災・盗難・不良行為の防止並びに事故発生時における連絡・処置方法等において実施すべき事項を定めた警備要領とし、契約締結後速やかに提出し、発注者の承認を得なければならない。

  ⑶　委託契約約款第１２条第１項に定める委託業務実施報告書は、業務日報及び１か月分の業務内容を記載した月間報告書とし、受注者は、業務日誌については業務終了の翌日（休日等についてはその翌日）に、所定の様式により警備状況を記入し、発注者の確認を受けるものとする。この場合、重要な事項については、その都度口頭又は文書をもって発注者に報告するものとし、月間報告書については翌月１０日までに、それぞれ所定の様式により発注者に提出するものとする。
また、発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、翌月１９日（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
８　費用の負担等

⑴　受注者は、本契約に基づく業務遂行中、受注者の過失により生じた発注者の損害について、次項の賠償額を限度として保険により発注者に対しその損害を補償するものとする。

  ⑵  前項の賠償限度額は一事故につき、対人賠償、対物賠償を併せて１０億円とする。

９  その他

　  この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については、発注者と受注者において協議して定めるものとする。
